
■時刻・カレンダーの合わせかた ■タイマーの使いかた ■アラームの使いかた

■ボタンの名称と表示の切り替え

※操作確認音がセットされていますと、モードを切り替えるときに「ピッ」と鳴ります。�
　「アラームモード」から「時刻・カレンダーモード」に切り替わる所のみ音色が違います。�
　（操作確認音については、「時刻・カレンダーの合わせかた」を参照してください。）�

時刻・カレンダー�
モード�

ストップウオッチ�
モード�
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●ボタン○Aを押すごとに、つぎの順序で切り替わります。�

ボタン○B

ボタン○A

ボタン○C

ボタン○D

ボタン○E
モード切り替え�

内部照明の点灯�

他のモードマークが点
滅している場合は、そ
のモードが計測中であ
ることを示しています。�

（１）ボタンの名称とはたらき

（２）時刻・カレンダーの合わせかた
●ボタン○Ａを押して「時刻・カレンダーモード」状態にしてください。
①ボタン○Ｂを２～３秒間押し続けると「Ｌ－ＡＵＴＯ」表示し、「onまたはoFF」が点滅し「オートパ
ネライトの選択」状態になります。ボタン○Ｅを押すとon（セット）とoFF（解除）が　繰り返し選択
できます。
②ボタン○Ｃを１回押すごとに次の順序で合わせたいところ（点滅部）を選ぶことができます。
※年・月・日をセットすると「曜日」は自動的に設定されます。

③ボタン○Ｃを押して「秒」を点滅状態にし、時報と同時にボタン○Ｅを押すと「00」に合います。
※秒表示が30～59秒のとき、ボタン○Ｅを押すと１分繰り上がって「00」に合います。
※時刻合わせは電話の時報サービス（TEL117）が便利です。

④合わせたいところを点滅させたあとボタン○Ｅを１回押すごとに点滅している数字が１つずつ進みま
す。（「オートパネライトon/oFF」「秒」「12H/24H」を除く。）
⑤「時刻・カレンダー合わせ」が終わりましたら、ボタン○Ｂを１回押して「時刻・カレンダーモード」
にもどしてください。押し忘れた場合でも２～３分後には「時刻・カレンダー表示」へ自動的にもど
ります。

※カレンダーは1997年から2046年までの年・月・日・曜がプログラムされていますので、この間、月の大小やう
るう年でも修正する必要はありません。

※時刻修正の途中で「全点灯表示」になるのは、故障では

ありません。ボタン○Ｃとボタン○Ｅが同時に押された状態
です。その場合、ボタン○Ａ ○Ｂ ○Ｃ ○Ｄ ○Ｅいずれか１つの
ボタンを押して、「時刻・カレンダーモード」にもどし
てください。つぎにあらためて、上記の①から合わせ直
してください。

（３）アラーム音の試し聴き（サウンドデモンストレーション）と報時ならびに操作確認音のセットと解除
※「時刻・カレンダーモード」でボタン○Ｃを押すごとに、報時・操作確認音のセットと解除ができます。また、
ボタン○Ｃと○Ｅを同時に押し続けると「アラーム音の試し聴き」ができます。

（４）オートパネライトのセットと解除
ボタン○Ａを押して「時刻・カレンダーモード」状態にしてください。ボタン○Ｂを２～３秒間押し続ける
とオートパネライト表示の「onまたはoFF」が点滅し、「オートパネライトの選択」状態になります。
オートパネライトのセットと解除がボタン○Ｅを押すことにより設定でき、onを選んで（オートパネライ
ト機能をセット）、ボタン○Ｂを押し「時刻・カレンダーモード」にもどした場合、 マークが点灯します。
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■ストップウオッチの使いかた

・1/100秒単位、最大計測時間は、9時間59分59秒99です。
・ラップ回数は、99回まで表示します。100時間以上放置された場合は自動的にリセットします。
・報時音がセットされていると１分ごとにブザー音でお知らせします。
・報時音とオートパネライトがセットされているとスタートから19分まで１分ごとにブザー音とパネライ
トが点灯し、お知らせします。（オートパネライトのセットについては「オートパネライトのセットと解
除」を参照ください。

（１）ボタンの名称とはたらき

●ボタン○Ａを押して「ストップウオッチモード」にしてください。
（２）普通の使いかた

例：100メートル競争（ボタンを押す順序）：（○Ｃ→○Ｃ→○Ｅ）

・タイマーは3分、5分、10分、15分の4chの初期値がセットされたプリセットタイマーと、1分から9時間
59分までの1分単位で設定可能なフリータイマーがあります。
・報時音がセットされていると１分毎にブザー音でお知らせします。
・報時音とオートパネライトがセットされていると、リピート回数10回以下のタイムアップ前19分間のみ
１分ごとにブザー音とパネライトが点灯し、お知らせします。
※タイマーは、リピート（くり返す）機能付のためストップさせないとくり返し作動しますので使い終わったら必
ず止めてください。ただし、連続計測状態でAM/PMの12時00分を２回通過した時点でリセットになります。

例：AM10時にタイマーをスタートして連続計測をした場合、PM12時を通過し、AM12時00分時点で
リセット状態（設定時間表示）になります。

（１）ボタンの名称とはたらき

●ボタン○Ａを押して「タイマーモード」にしてください。
（２）プリセットタイマーの使いかた

・ボタン○Ｅを押すごとに次のようにタイマー時間が替わります。

例：タイマー時間　10分（ボタンを押す順序：○Ｃ→○Ｃ→○Ｃ・・→○Ｃ→○Ｅ）

※途中のストップ、再スタートは、何回でもくり返すことができます。
※タイムアップすると５秒間タイムアップ音が鳴り、同時にパネライトが点滅します。
※鳴っているタイムアップ音を止めたいときは、ボタン○Ａ、○Ｂ、○Ｃ、○Ｄ、○Ｅいずれか１つのボタンを押してください。
※タイマーのリピート回数は、99回まで表示します。以降は100(表示:00)、101(表示:01)、と順次表示します。

（３）フリータイマーの合わせかた
・フリータイマーは、１分から9時間59分までの１分単位で合わせることができます。
例：１時間25分にセットする場合
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・プリセットタイマー：あらかじめタイマー時間が設定されているタイマー�
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①ボタン○Eを押してフリー
タイマー表示にします。�

②ボタン○Bを2～3秒間押し
続けると「時」が点滅表
示し「合わせ」状態にな
ります。�

④合わせたいところを点滅
させたらボタン○Eを１回
押すごとに点滅している
数字が１つずつ進みます。�

※ボタン○Ｅを押し続けると、
早送りできます。�

⑤セットが終わりましたら
ボタン○Bを押して「タイ
マーモード」にもどして
ください。�
押し忘れた場合でも2～3分
後には「タイマーモード」へ
自動的にもどります。�

③ボタン○Ｃを押しますと押
すたびに「分」と「時」
が交互に点滅表示します。�
　修正する箇所を選択して
ください。�

・設定した時刻（時、分）に毎日アラーム音とパネライトの点滅で知らせるデイリーアラームです。
・アラームのon/--（セット／解除）を切り替えることができます。

●ボタン○Ａを押して「アラームモード」にしてください。
（２）アラームの使いかた

（３）アラ―ムを鳴らしたいとき、鳴らしたくないとき
※「アラームモード」でボタンＣを押すごとに、セット(on)と解除(--)ができます。

（４）鳴っているアラームを止めるには
※アラームはセットした時刻になると、20秒間鳴り続けます。

鳴っているアラームを止めたいときは、ボタン○Ａ ○B ○C ○D
○E いずれか１つのボタンを押してください。
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アラームセットマーク�

・デイリーアラーム：毎日、１日１回設定時刻にアラームが鳴る機能(24時間制)
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○B 

①ボタン○Ｂを2～3秒押し続けるとonま
たは－表示が消え「時」が点滅表示
し「アラーム時刻合わせ状態」にな
ります。�

②ボタン○Cを押しますと、押すたびに
「時」と「分」が交互に点滅表示し
ます。修正する箇所を選択してくだ
さい。�

③合わせたいところを点滅させたら、
ボタン○Ｅを１回押すごとに点滅して
いる数字が１つずつ進みます。�

④セットが終わりましたらボタン○Bを
押して「アラームモード」にもどし
てください。�
アラームマークとセット(on)マーク
が点灯します。押し忘れた場合でも
2～3分後には「アラームモード」へ
自動的にもどります。�

※ボタン○Ｅを押し続けると、早送りできます。�
※12時間制の場合は、A/P（午前／午後）に注意して合わせてください。�
※アラーム表示の12H/24Hは、「時刻・カレンダーモード」の12H/24Hに連動しています。�
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（３）時間計測をおこなう場合
例：バスケットボール（ボタンを押す順序：○Ｃ→○Ｃ→○Ｃ→…→○Ｃ→○Ｅ）

※途中のストップ・再スタートは、何回でも繰り返すことができます。

（４）ラップ計測をおこなう場合
※計測中ラップ回数は、「99」まで表示し「１」～「8」区間のラップタイムを自動的にメモリー（記憶）しています。

例：10,000メートル競争（ボタンを押す順序：○Ｃ→○Ｅ→○Ｅ→…→○Ｃ→○Ｅ）

ラップ計測後約10秒後に上段が時計表示にもどります。
※ラップ計測後、約10秒間放置しますと自動的にストップウオッチ計測表示にもどります。

※途中のラップは、何回でもくり返すことができます。ラップ回数は、99回まで表示します。以降は100（表示:00）、
101（表示：01）、と順次表示します。

※「ラップ」を１回以上取った後の「ストップ」は、「ラップ」として数えます。

●計測中に他の表示（モード）に切り替えても正常に作動していますが、計測していない場合は電池寿命が
短くなりますので作動を停止させてください。

（５）リコール（呼び出し）の使いかた
・計測途中、リセット状態のどちらでもメモリーの呼び出しができます。
・計測後リセットしても新しく計測しない限り、メモリーは削除されません。
このストップウオッチは、最初の［１］～［８］区間までのラップタイムを自動的にメモリー
（記憶）しています。メモリーしているラップタイムのリコール（呼び出し）は、次の順序で
おこないます。
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［計測を終了してからリコールする場合］
●ボタン○Ｂを押してリコール表示にします。
最初の[１]区間のラップタイムを表示します。
例：８区間以上の計測をしている場合はボタン○Ｅを押すごとに、次の区間を順に表示します。

→［１］→［２］→［３］・・→［６］→［７］→［８］

［計測中にリコールする場合］
・ボタン○Ｂを押してリコール表示にします。
・最新区間のラップタイムを表示します。
８区間以上を計測している場合は、［８］区間を表示します。
例：最新区間が［８］の場合はボタン○Ｅを押すごとに次の区間を順に表示します。

→［８］→［１］→［２］・・→［５］→［６］→［７］

※計測した区間が未満の場合は、その最大の区間まで表示します。

例：リコール表示の切り替え

・リコール表示の切り替え�

・リコール区間の選択�

計測中は点滅�

ボタン○B

ボタン○E
RECALL

（１）ボタンの名称とはたらき


